


改修前の旧体育館

創立110周年記念事業として大胆にリノベーション

産学官の交わりの形成拠点へ

知と技術の集積地である九州工業大学を起点に
産学官一体となったオープンイノベーションを実現する

1965年
建設

2022年
リノベーション

2019年 計画開始
2021年春 着工



プロジェクトの背景

九工大はこれまで教育や研究、産学連携で高い成果をあげてきた。

教育研究活動のさらなる活性化のためには、

✓ 学内で生み出された人材・技術・設備の有機的な交わり

✓ 多様なステークホルダーが交わる拠点形成

が必要だと考えた。

イノベーション
コモンズの
創出へ

⚫ あらゆる分野、あらゆる場面で、あらゆるプレーヤーがともに創造
活動を展開（共創）できる空間

⚫ キャンパス全体が有機的に連携し、ソフト（運用）・ハード（空
間）が一体となった「共創の場」

⚫ 教育研究の高度化・多様化・国際化、地域や産業界との連携協力の
推進に貢献
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共同研究講座等 産学官連携推進会 企業と共同した実証実験

実験施設

飲食可能な
ミーティングスペース

研究室・学科の枠を超えた
コラボレーションを生むオープンスペース

企業や他大学とのオープンラボ

地域への公開講座地域に開かれたキャンパス

施設・機能のネットワーク化

国際交流

集中して学修できるスペース ICTによるコミュニケーションアクティブラーニング

屋外の交流空間

イノベーション
コモンズ構想
【戸畑】

※【赤】GYM LABOで創出 【青】GYMLABOにより強化 【緑】キャンパス全体で整備していく



ポルト棟

イノベーション
コモンズ構想
【飯塚】

「つながる」ことで生まれるシナジー効果による「共創の場」

✓ 産学連携等を中心に、多目的に利用可能

✓ タイム・シェアリングできる空間の設置

✓ ニーズ・シーズを発信し、学生や来訪者
がムアリング（繋留）する・できる空間

✓ ネットワークを通じて、外部やバーチャルと
も接続

✓ GYM LABO（戸畑キャンパス）との連携



2019年  創立110周年（計画開始）
2021年春 着工
2022年5月26日 開所

九工大が持つ「人材・知識・技術・設備を
有機的に結びつける交わりの形成拠点
として、設備も機能もオープンにそして
フレキシブルに活用できる施設

名称の由来

GYMLABO（ジムラボ）

GYM（ 体育館） + Laboratory（研究室）

GY MLABO 1909年  明治専門学校 開校
1959年  創立50周年（ピアノ寄贈）
1965年  体育館 建設

新型コロナ

パンデミック



インスピレーション
が交わる

Step1 Step2 Step3
関わりが交わる 共創ゴトが交わる

施設設備・運営スタッフ・
各種イベントの実施

→人とその人のインスピレー
ションが交わる機会を生み
出す

SNSやHPなどオンライン
ツールを活用

→単発的なつながりを持続
的なつながりに変えるきっ
かけづくり

今後は…

個人同士のつながりをチー
ム同士の共創へ背中を押す
サービスの提供や、学内の
既存の取り組みとの連動を
仕掛ける

！

！

交わりの形成拠点のためのステップ



Ky u Techコラボ（産学官連携推進会）
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企業

自治体

研究者

学生

柔軟な発想の交わり
大学の資源を活用した
技術開発/次世代を担う

人材との交わり

多様な交わりの創出

能動的な学びの経験
多様な人材との交わり

地域課題の解決
地域への思いの交わり

イノベーションコモンズの形成へ



GYMLABOの利用状況

2022年5月の開所から２カ月で、7月には
GYMLABO延べ利用者は1万人を超えました

その後も利用は順調に推移し、2023年2月には
ついに延べ利用者が2万人を突破しています

他大学の学生の利用も多く、更には近隣の高校
に通学する高校生の利用や、一般利用者のリ
ピーターなども見られるようになり、開所か
ら約１年が経過し、大学内さらには地域にも
定着し始めています

令和５年４月には新入生の入学により利用者
数が大きく伸びており、１日の利用者が280名
を超える日もあります

2023年3月末までに

利用者のべ21,249名

会員登録者2,339名
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2万人
突破



共創空間GYMLABOの
これまでの歩み
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開所式

約１週間のプレオープン期間ののち、２０２２年５月２６日に開所式を挙行し、正式にオープンしました
開所式には、建設事業募金にご寄付いただいた皆様をはじめとして、学外からのご来賓、報道関係者、
学内関係者など100名を超える方々が出席しました
テープカットや施設デザインプロセスの説明、さらには、施設内に設置されたベーゼンドルファーピアノを
活用した記念演奏なども行われました
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利用者の交流促進のための企画

常駐スタッフや学生アルバイトによる様々な企画：
館内利用者同士がつながるきっかけづくりを目的とした、館内ラジオ
HPでの学内の魅力的な部活やサークル紹介、季節感のあるイベント
などを通じた学生同士の交流促進

KyuTechコラボと連携したクリスマスウィーク
（2022年12月）

コーヒー無料券がもらえるスタンプラリーで
ゲーム性も取り入れ、楽しみながら企業利用者と
学生の繋がりづくりを促進



九州・沖縄一体となった
大学発スタートアップ創出プラットフォーム
『PARKS』キックオフシンポジウム

（2022年8月）

産学連携の拠点に

ユニコネクト株式会社 様

（2022.10より入居）

株式会社マリス creative design 様

（2023.1より入居）

グラッチャ株式会社 様
（旧：メディカルネットサービス・スポーツ株式会社 様）

（2022.10より入居）

九工大卒業生
が起業

GYMLABO内シェアオフィス入居企業

九工大卒業生
が起業 九州インターネット

プロジェクト（ＱＢＰ）
シンポジウム
（2022年7月）

GYMLABOハッカソン（2023年3月）
主催：ユニコネクト株式会社様、株式会社ハックツ様
共催：九州工業大学、PARKS
GYMLABOを宿泊／自習場所として夜間開放した初の取組
参加者はチームを組んで、ユニコネクト様、ハックツ様の専門的なサポートを
受けながらソフトウェアを開発
福岡県内の大学生のみならず、高専・専門学校生や関東の大学生も参加



産学連携による実証 カーボンニュートラルキャンパス

第1回ワークショップ
（2022年6月）

第2回ワークショップ
（2022年11月）

カーボンニュートラルキャンパスの実現に向けて
株式会社Chaintope様
株式会社みやまパワーHD様
北九州市立大学様

と連携した実証を推進

電力見える化モニター設置
（2023年1月）

ナッジ実証（2023年1～2月）
電力デマンド上昇が予想される日に
GYMLABOに学生が集まるようナッジ（通知）を
行い、大学キャンパス全体の電力消費減を図る取組



学生への支援：キャリア支援①

Kyutech Code LAB主催：
KCLピッチコンテスト

（2022年9月、2023年3月）

日頃のITエンジニアリング学習
の成果を企業やOB/OG、在学
生、教職員に向けてプレゼン
テーション

Kyutech Code LAB（KCL）
九州工業大学・九州工業大学OB/OG・企業による連携教育により
「世の中の課題をITで解決できるエンジニア」を育成するプロジェクト
https://kyutech-code-lab.jp/

博士学生支援事業交流会
（2022年11月）

起業家コンテスト2023
（2023年3月）



株式会社ドーワテクノス様＆ATOMica主催：
GYMLABO×北九州ものづくり企業コラボイベント

 （2022年12月、2023年2月）

株式会社野村総合研究所様
主催：
Meet UP イベント     

 （2023年1月）

学生への支援：キャリア支援②

株式会社デンソー様主催：Meet UP イベント     
 （2022年11月）

社員と学生が多様な形で交流できるイベントを実施
対面で行うことによる距離感の近さや、
GYMLABOならではの自由な雰囲気で交流できる点が好評



「GY MLABOピアノ」を活用した産学連携、学内や地域との交流

ピアノプロジェクト「復刻ノオト」：
創立50周年記念に寄贈されたオーストリア・ベーゼンドルファー
社製のピアノを改修し、GYMLABO内に設置
教職員・学生協働のプロジェクトにより独自イベントを毎月開催

産学音楽交流JAZZ LIVE：
KyuTechコラボ（産学連携推進会）
会員企業の主催による
企業・学生・OBの音楽交流イベント
九工大のJAZZサークルも参加

（2022年10月）



地域との連携、地域貢献

みらいのカタチラボJr.
(北九州市スタートアップ推進課 主催)：
小中学生が考えた「起業」SDGs達成へ
壁新聞でアイデア発表 （2022年7月）

ピアノDAY 12月
(ピアノプロジェクト「復刻ノオト」主催)：
冬休み期間に開催し、ピアノコンサートに加えて
クリスマスマーケットなど子供向けイベントも開催

 （2022年12月）

キタキューIT JAM2023
（北九州市企業立地支援課 主催）：
北九州市内のIT企業との
就活応援マッチングイベント

（2023年2月）



ほかにも多様な利活用がなされています

学会イベント：
情報処理学会UBI研究会（2022年6月）

学会イベント：
日本原子力学会SNW対話会

（2022年11月）

九工大の研究に触れる機会を創出：
学内の研究センター主催のセミナーを
GYMLABOで中継

教員・職員の垣根を超えた
九工大職員同士の交流：
若手工学アカデミー
交流会

（2022年12月）

明専会との連携による
明専トランプ教室（2023年3月から毎月）



新入生を迎えますます賑わっています

４月のGYMLABO利用風景

新入生を迎え、GYMLABOの
１日の来館者数が２8０人を
超える日も出てきています。

また、４月からの新しい取組として、利用者が
相談事などを自由に書き込める「コミュニケー
ションボード」を設置しました。
常駐スタッフが毎日チェックし、相談事を解決
できるような人との引き合わせまでサポートす
る予定です。

新歓フェスティバル

学生主催による課外活動などの紹介イベントと連携し、
GYMLABO内に各団体と新入生が対話できる空間を設定。
約２００人の新入生が参加しました。

GAMEDAY
本学及び近隣大学のeスポーツ
サークルと連携し、TVゲーム
とボードゲームの大会を開催。
新入生や子供も参加し盛り上
がりました。



新入生を迎えますます賑わっています

Free spirits×復刻ノオト 新入生歓迎ライブ

軽音サークル 「Free spirits」とピアノプロジェクト
「復刻ノオト」のコラボによるライブが実現。
お昼休みのライブイベントに、学生や教職員を含む、
約５０名の観客が集まりました。
GYMLABOピアノを活用した学内の新たなコラボ
レーションにより学内活動が更に活性化しています。

ジムトーーク

毎回テーマを設定し、交流を促進させるイベント。
令和５年度初回の開催は「地元」をテーマに開催しま
した。
誰でも参加しやすいテーマで、GYMLABOの利用を習
慣化してもらうきっかけにするとともに、GYMLABO
ができる学生サポートとして、不安を抱えて入学した
遠方出身の新入生同士の交流を促すことで、孤立化を
防くことも目的に、このテーマを選びました。



多数のメディアで紹介されました

多数のメディア(RKBやNHK等のテレビ、Webサイト記事等)の取材を受けている
SNS等でも学生の強力な情報発信がなされている
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